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今
回
で
10
回
目
を
迎
え
る
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
、11
月

1
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る
。こ

れ
ま
で
参
加
頂
け
な
か
っ
た
皆

さ
ん
も
是
非
参
加
い
た
だ
き
た

い
。ま
た
研
究
室
O
B
会
参
加

の
皆
さ
ん
に
も
懇
親
パ
ー
テ
ィ

へ
参
加
願
い
た
い
。当
日
は
、博

物
館
・
各
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と

し
た
学
内
見
学
ツ
ア
ー
、懇
親

パ
ー
テ
ィ
を
行
う
。（
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
実
行
委
員
会
）

　

学
内
環
境
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
進
ん
で
い
る
。既
に
完
了
し
た

も
の
は
、「
学
友
門
」新
設
、本
館
ト
イ
レ
の
改
修
、大
型
設
備
の
導

入
で
あ
り
、学
生
駐
輪
場
は
、現
在
進
行
中
。今
年
度
中
に
太
陽
光

発
電
増
設
工
事
と
Ｗ
4
棟
の
改
装
を
実
施
し
、来
年
度
に
は
、本

館
玄
関
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
リ
ニュ
ー
ア
ル
で
快
適
に

︱
実
施
と
今
後
の
計
画
︱

開通式でテープカットを行う理事長ら 本館正面玄関のリニューアルで大型バスなども通行可能になる（完成イメージ）

開通式で挨拶する大川理事長（学友門から学内を臨む）

「
学
友
門
」
完
成

　

学
友
会
館
の
向
か
い
に
「
学

友
門
」
が
完
成
し
た
。
平
成
21

年
9
月
28
日
（
月
）
開
通
式
が

行
わ
れ
、
当
日
午
後
か
ら
使
用

さ
れ
て
い
る
。本
工
事
で
は「
学

友
門
」
か
ら
正
面
ロ
ー
タ
リ
ー

ま
で
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
通
路
と

駐
車
場
の
整
備
も
行
っ
た
。

　

築
山
や
通
路
脇
の
グ
リ
ー
ン

が
定
着
す
る
の
は
2
年
後
位
を

予
想
し
て
い
る
。「
学
友
門
」は
、

人
・
自
転
車
に
限
定
し
て
使
用

さ
れ
る
が
、
東
武
動
物
公
園
駅
、

商
店
街
な
ど
へ
の
通
用
口
と
し

て
大
変
便
利
に
な
っ
た
と
好
評

で
あ
る
。
同
時
に
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
明
る
く
開
放

的
な
も
の
と
な
り
、
学
内
関
係

者
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
に
も

歓
迎
さ
れ
て
い
る
。

本
館
玄
関
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画

　

本
館
正
面
玄
関
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
計
画
を
進
め
て
い
る
。
こ

れ
は
学
友
門
か
ら
本
館
前
ロ
ー

タ
リ
ー
ま
で
の
通
路
が
整
備
さ

れ
た
こ
と
に
併
せ
て
、
正
門
か

ら
の
景
観
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

工
事
内
容
は
2
階
へ
の
外
部
階

段
を
撤
去
し
、
大
型
バ
ス
な
ど

も
通
行
可
能
な
よ
う
に
改
修
す

る
と
と
も
に
、
半
円
形
の
歩
行

者
用
の
屋
根
付
通
路
を
設
置
す

る
（
図
参
照
）。
時
期
的
に
は
、

来
年
度
の
施
工
と
な
る
予
定
。

太
陽
光
発
電
増
設

　

本
件
は
、文
部
科
学
省
の「
エ

コ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
事
業
」
に

補
助
申
請
し
た
も
の
で
、
機
械

シ
ス
テ
ム
学
群
棟
の
屋
根
に

1
5
0

kw
の
太
陽
電
池
パ
ネ

ル
を
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
建
物
の
使
用
電

力
の
一
部
を
ま
か
な
い
、
更
な

る
温
暖
化
対
策
に
寄
与
し
よ

う
と
す
る
も
の
。
文
部
科
学
省

か
ら
は
既
に
「
事
前
着
手
承
認

書
」
が
届
い
て
お
り
、
契
約
・

物
品
の
製
作
等
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
な
お
、
現
場
へ
の
設
置

工
事
は
11
月
中
旬
か
ら
始
ま
る

予
定
で
あ
る
。

　

今
回
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
設
置
に
よ
り
本
学
に
お
け

る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
能
力

は
既
設
の
3
0
0

kw
＋
13 

kw

に
、
新
規
1
5
0

kw
が
加
わ

り
合
計
4
6
3

kw
と
な
る
。

学
生
駐
輪
場
の
充
実

　

平
成
21
年
度
後
援
会
特
別

事
業
と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続

き
駐
輪
場
整
備
が
行
わ
れ
て
い

る
。
学
友
門
か
ら
東
門
に
か
け

て
約
2
0
0
台
分
、
本
館
前
の

公
道
側
の
植
え
込
み
部
分
に
約

1
0
0
台
分
、
博
物
館
北
側
に

約
1
0
0
台
分
の
自
転
車
置
場

を
設
置
、
あ
わ
せ
て
バ
イ
ク
置

場
約
1
0
0
台
分
も
併
設
す
る
。

こ
の
駐
輪
場
整
備
工
事
完
成
後

は
、
老
朽
化
し
た
既
存
の
駐
輪

場
の
解
体
を
行
い
、
そ
の
跡
地

に
は
植
栽
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

本
館
ト
イ
レ
改
修

　

今
年
の
夏
休
み
中
に
本
館
の

ト
イ
レ
の
一
部
改
修
を
行
っ
た
。

本
館
ト
イ
レ
改
修
の
第
一
期

工
事
と
し
て
、
1
号
館
2
階
の

東
西
に
位
置
し
て
い
た
男
子
ト

イ
レ
を
女
子
用
に
改
装
、
ま
た
、

本
館
中
央
の
2
、
3
階
の
男
女

ト
イ
レ
の
大
便
器
を
洋
式
に
変

更
す
る
と
と
も
に
、
温
水
洗
浄

便
座
化
し
た
。
こ
れ
は
、
現
代

の
生
活
様
式
や
衛
生
面
に
配
慮

し
た
改
修
で
あ
り
、
既
に
食
堂

な
ど
飲
食
場
所
周
り
に
つ
い
て

は
実
施
済
で
あ
る
。

Ｗ
4
棟
改
装

　

現
在
、
Ｗ
4
棟
は
博
物
館
分

室
と
し
て
1
階
は
機
械
類
の
修

復
、
教
育
実
習
、
2
階
は
小
型

の
機
械
や
計
測
機
器
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
等
に
使
用
さ
れ
て
い
る

が
、こ
れ
を
改
装
し
、生
活
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科
の
製
図
室
お
よ

び
研
究
室
等
を
設
置
す
る
。
新

学
科
で
あ
る
「
も
の
づ
く
り
環

境
学
科
」「
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン

学
科
」
の
4
年
後
の
完
成
年
度

に
向
け
て
、
製
図
室
な
ど
実
習

ス
ペ
ー
ス
と
研
究
室
の
増
室
を

目
的
と
し
て
、
今
回
の
措
置
と

な
っ
た
。
新
学
科
の
2
年
生

か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
、
今
年

度
内
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

大
型
設
備
の
更
新

　

本
年
度
の
大
型
設
備
の
導
入

は
、
以
下
2
件
が
採
択
さ
れ
、

秋
学
期
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
る
。

①
機
械
工
作
セ
ン
タ
ー
の
「
実

習
用
・
精
密
旋
盤
」
10
台
を
一

挙
に
ア
マ
ダ
ワ
シ
ノ
製
へ
更
新

し
、
効
率
的
に
学
習
課
題
に
取

り
組
め
る
環
境
を
整
備
し
た
。

②
Ｗ
10
棟
3
0
1
〜
3
0
4

号
室
の
「
学
生
用
製
図
台
」

2
5
0
台
（
5
3
2
台
は
更

新
済
み
）
を
ム
ト
ー
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
製
へ
更
新
し
た
。 

　

今
年
も
若
杉
祭
は
11
月
1
日

（
日
）か
ら
3
日（
火
）の
3
日
間
開

催
さ
れ
る
。今
年
の
若
杉
祭
の
テ
ー

マ
は
、「
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｕ（
ガ
ト
ー
）」

に
決
定
し
た
。

 

「
G
A
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｕ
」に
は
、ケ
ー
キ
を

彩
る
よ
う
に
若
杉
祭
を
飾
る
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。ス
ポ
ン

ジ
を
重
ね
る
よ
う
に
、こ
れ
ま

で
の
歴
史
と
伝
統
を
重
ね
、そ

こ
に
お
客
様
を
は
じ
め
と
す

る
、参
加
団
体
、大
学
関
係
者
と

い
っ
た
協
力
し
て
く
だ
さ
る

方
々
、こ
の
若
杉
祭
に
か
か
わ

る
す
べ
て
の
人
た
ち
で
若
杉
祭

を
彩
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
年
の
若
杉
祭
の
企
画
だ

が
、毎
年
恒
例
の『
秋
の
か
ら
っ

風
こ
ん
さ
ぁ
と
』で
は
、今
年
で

15
周
年
を
迎
え
る
大
人
気
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の「
相
川
七
瀬
」が

ラ
イ
ブ
を
行
う
。学
園
祭
で
の

ラ
イ
ブ
は
本
学
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
、若
杉
祭
初
日
に
は
声
優

か
ら
歌
手
と
い
っ
た
幅
広
い

活
動
を
し
て
い
る「
M
a
y

‘
n
」の
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
る
。

『
T
a
l
k
＆
L
i
v
e
』に

は
、声
優
の「
井
上
喜
久
子
」と

「
置
鮎
龍
太
郎
」、
芸
人
で
は

「
イ
ン
パ
ル
ス
」と「
オ
オ
カ
ミ

少
年
」を
迎
え
る
な
ど
、今
年

は
超
豪
華
企
画
の
連
続
で
あ

る
。そ
の
他
に
も
、子
供
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る『
サ
イ
ド
イ

ベ
ン
ト
』、豪
華
景
品
が
も
ら
え

る
抽
選
会『
後
夜
祭
』、『
野
外
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
』な
ど
様
々

な
企
画
が
用
意
し
て
あ
る
。

　

様
々
な
飾
り
付
け
を
さ
れ
彩

ら
れ
た
若
杉
祭
と
い
う
ケ
ー
キ
、

是
非
お
客
様
に
足
を
お
運
び
い

た
だ
き
堪
能
し
て
も
ら
い
た
い
。

役
員
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

（
大
学
祭
実
行
委
員
会
委
員
長

　

阿
部
修
也
）  

　

1
9
6
9
年
に
始
ま
っ
た
若
杉
祭
も
今
年
で
41
回
を
迎
え
る
。11
月
1
日

（
日
）に
は
、ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、建
築
設
計
コ
ン
ペ
の
表
彰
式
も
行
わ

れ
、学
園
は「
祭
り
」一
色
に
彩
ら
れ
る
。

若 杉 祭

左上：屋外ステージのイベント　右上：音楽系サークルのライブ　左下：留学生の模擬店　中央下：屋内でも様々な催し　右下：学生の募金活動（全て昨年の写真）

パーティの最後には参加者全員で校歌を熱唱

第41回
11月1（日）・2日（月）・3日（火・祝）開催「GATEAU」テーマは「GATEAU」

ガ ト ー

日本工業大学　平成22年度入試日程

入試種別 日　　　　程
特別奨学生入試

[筆記試験、調査書      ]および面接による選考  

第 2 期
出願期間 1/ 7（木）～ 1/28（木）　 奨学生には、1年次の学

費の半額を免除試験日 1/31（日）～ 2/ 2（火）　本学

一般入試

一般入試Ａ 一般入試Ｂ
出願期間 1/ 7（木）～ 1/28（木）　 2/ 4（木）～ 2/17（水）　

試験日
[ 本学会場は試験日自由選択制 ]

1/31（日）  本学・郡山・水戸・高崎・千葉・東京・静岡
2/20（土）　本学・東京2/ 1（月）  本学・仙台・柏・東京・横浜・新潟・長野

2/ 2（火）  本学

センター利用入試 センター利用入試Ａ センター利用入試Ｂ センター利用入試Ｃ
出願期間 1/ 7（木）～ 2/ 1（月） 2/ 4（木）～ 2/17（水） 2/18（木）～ 3/10（水）

ＡＯ入試
・AO エントリー入試

・AOコーディネータ入試

第3期 第4期 第5期
エントリー入試のエントリー期間 10/ 1（木）～11/20（金） 11/24（火）～12/17（木） 1/15（金）～ 3/ 5（金）
コーディネータ入試の申込期間 平成22年3月上旬まで、随時受付
面談・面接等 書類受理後に連絡
出願期間 12/ 4（金）～12/15（火） 1/ 7（木）～1/13（水） 3/ 5（金）～ 3/12（金）
選考 書類審査等
合格発表 12/26（土） 1/22（金） 3/20（土）

日本工業大学　工学部　			 
●機械工学科　●ものづくり環境学科　●創造システム工学科　●電気電子工学科　●情報工学科　●建築学科　●生活環境デザイン学科

日本工業大学　大学院工学研究科　博士前期課程・博士後期課程
●機械工学専攻　●電気工学専攻　●建築学専攻　●システム工学専攻　●情報工学専攻

本学で先端技術研究の取り組みを
社会人大学院生　募集！（日本工業大学　社会人特別選抜）

■平成22年度　大学院　社会人特別選抜入試日程
出願期間 試験日 試験内容 合格発表 入学手続締切

二次募集 2月13日（土）～2月19日（金） 2月26日（金） 書類選考・面接 3月4日（木） 3月12日（金）
願書のご請求およびお問い合せ先：教務部教務課　大学院入試係　TEL0480-33-7507（直通）

[試験会場は本学のほか、盛岡・東京･岡山・郡山・長野・横浜・新潟を設置！（専門高校入試（Ｂ 工業科）、一般推薦入試（公募制））]
＊専門高校入試（Ｂ 工業科）＜出願期間＞第1期：10/26（月）～11/11（水）、第2期：11/26（木）～12/15（火）
＊一般推薦入試（公募制） ＜出願期間＞第1期：11/ 2（月）～11/11（水）、第2期：11/26（木）～12/15（火）
＊各入試の詳細はそれぞれの「募集要項」でご確認ください。
願書のご請求およびお問い合せ先
〒345-8501　埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1　日本工業大学　教務部入試室
70120-250-267　URL：http://www.nit.ac.jp/　　E-mail：nyu-shi@nit.ac.jp
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第
10
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

11
１
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コ
ン
ペ
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
小
さ
な
豪
邸
」を
見
た
瞬
間
、

小
さ
く
て
か
つ
豪
華
で
あ
る
こ

と
と
い
う
一
見
、矛
盾
し
た
感

じ
に
惹
か
れ
ま
し
た
。そ
れ
か

ら
は
、模
型
で
カ
タ
チ
を
組
み

合
わ
せ
な
が
ら
、ア
イ
デ
ア
を

思
い
浮
か
べ
て
は
、ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
に
ぶ
つ
け
る
日
々
。

　

あ
る
日
、友
人
が
ノ
ー
ト
に

落
書
き
を
し
て
い
る
の
を
み
て
、

贅
沢
と
は
自
分
が
好
き
な
こ

と
を
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と

気
が
つ
き
ま
し
た
。私
の
一
番

好
き
な
こ
と
は
絵
を
描
く
こ
と
。

自
宅
に
自
由
に
大
き
く
何
度
で

も
描
く
こ
と
が
で
き
る
キ
ャ
ン

バ
ス
を
い
か
に
し
て
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
か
。大
事
な
も
の

が
明
確
に
な
っ
て
、手
は
ど
ん

ど
ん
進
み
ま
す
。

　

気
が
つ
け
ば
、作
品
の
制
作

過
程
そ
の
も
の
が「
自
分
の
好

き
な
こ
と
」に
な
っ
て
い
る
。そ

ん
な
、夏
に
な
り
ま
し
た
。

81校から278点の応募「小さな豪邸」
第23回
建築コンペ

ファースト・プライオリティを明確にすることで設計が可能になる

81校から278点の応募「小さな豪邸」
1等　遠山　僚さん　受賞作品

　

建
築
を
学
ぶ
全
国
の
高
校
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
る
日
本
工
業

大
学
建
築
設
計
競
技
は
、
今
年
度
で
第
23
回
と
な
る
。
今
回
は
、

審
査
委
員
長
に
建
築
家
の
小
嶋
一
浩
氏
（
東
京
理
科
大
学
教
授
）

を
迎
え
、「
小
さ
な
豪
邸
」
を
課
題
に
開
催
。
81
校
よ
り
2
7
8

点
の
応
募
が
あ
っ
た
。
入
賞
者
の
作
品
は
11
月
1
日
（
日
）
か

ら
30
日
（
月
）
ま
で
、
本
学
大
学
祭
期
間
中
に
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
で

展
示
さ
れ
、
1
日
に
は
同
セ
ン
タ
ー
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室

で
表
彰
式
と
審
査
委
員
長
に
よ
る
講
評
と
ス
ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ
ー

が
行
わ
れ
る
。

受
賞
の
言
葉

私
の
、こ
の
夏
の
贅
沢

山
梨
県
立
富
士
北
稜
高
等
学
校　
　

建
築
デ
ザ
イ
ン
科（
２
年
）　

遠
山　

僚
　

建
築
の
設
計
は
、
膨
大
な
量

の
情
報
を
取
り
扱
い
な
が
ら
ひ

と
つ
の
建
築
へ
と
ま
と
め
て

い
く
、
た
い
へ
ん
な
作
業
で
す
。

ど
う
い
う
方
向
に
ま
と
め
て
い

く
か
が
常
に
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
「
コ
ン

セ
プ
ト
」
と
い
っ
て
も
い
い
し
、 「

フ
ァ
ー
ス
ト
・
プ
ラ
イ
オ
リ

テ
ィ
は
何
か
」
と
い
っ
て
も
い

い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
が
し
っ
か

り
し
て
い
れ
ば
、
大
事
な
も
の

が
浮
か
び
上
が
り
、
そ
れ
以
外

は
整
理
で
き
る
。
で
も
、
現
実

に
は
、
時
間
も
限
ら
れ
た
中
で
、

慣
習
的
に
「
ふ
つ
う
は
こ
ん
な

も
の
だ
」
と
い
う
こ
と
が
無
批

判
に
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

コ
ン
ペ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
戸
建

て
住
宅
な
ど
は
、
実
際
に
は
限

り
な
い
可
能
性
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
実
社
会
で
そ
う
し
た
不

当
な
取
り
扱
い
を
受
け
て
い
る

際
だ
っ
た
事
例
の
ひ
と
つ
で
し

ょ
う
。

　

さ
て
、
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
小
さ
な
豪
邸
」
で
し
た
。「
何

が
達
成
で
き
て
い
る
か
ら
「
豪

邸
」
と
い
え
る
の
か
が
わ
か
る

よ
う
に
、
小
さ
な
豪
邸
を
設
計

し
て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ー
ス

ト
・
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
（
一
番

大
事
に
す
る
こ
と
）
を
は
っ
き

り
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
以
外
を

潔
く
切
り
捨
て
る
こ
と
で
、
小

さ
な
豪
邸
は
可
能
に
な
る
で
し

ょ
う
。」
と
課
題
文
に
書
き
ま

し
た
。
3
0
0
点
近
い
そ
れ

ぞ
れ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
入
さ

れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
ど
の
よ

う
な
新
し
い
感
性
を
持
っ
た
作

品
が
見
い
だ
せ
る
の
か
、
楽
し

み
に
し
な
が
ら
審
査
に
の
ぞ
み

ま
し
た
。
結
果
は
、
1
等
の

遠
山
僚
君
は
じ
め
、
高
校
生
と

は
思
え
な
い
お
も
し
ろ
く
て
質

の
高
い
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

高
校
生
を
対
象
に
開
か
れ
た
か

た
ち
で
継
続
し
て
い
る
こ
の
設

計
競
技
は
た
い
へ
ん
意
義
が
あ

る
も
の
で
、
今
回
は
そ
の
審
査

に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
て
い
い

体
験
に
な
り
ま
し
た
。

小嶋一浩
（建築家・東京理科大学教授）
1958年大阪生まれ。京都大学卒業。東
京大学大学院修了。Cat（シーラカンスア
ンドアソシエイツ・トウキョウ）共同主催。主
な作品に「美浜打瀬小学校」「スペースブ
ロック・ハノイモデル」など

講　

評

高
校
生
と
は
思
え
な
い
お
も

し
ろ
く
て
質
の
高
い
作
品
を

審
査
し
、い
い
体
験
に
な
っ
た
。

■第23回　日本工業大学建築設計競技入賞者
審査結果 高校・高専名 氏　　　名

一　等 山梨県立富士北稜 遠山　僚
二　等 神戸市立科学技術 ○  田中　天

友田　翔・長原　由真
三　等 山梨県立甲府工業 荻原　渉
審査員賞（小嶋一浩）国立呉工業高等専門学校 福原　由佳
審査員賞（伊藤庸一）堺市立堺 ○  宮川　裟彌香

松浦　佐知子
審査員賞（武田光史）静岡県立科学技術 大森　貴之
佳　作 兵庫県立神戸工業 安藤　亮

静岡県立島田工業 中村　安沙美
栃木県立宇都宮工業 野澤　滉平
神戸市立科学技術 早川　凌平
山梨県立甲府工業 松原　稜太
埼玉県立春日部工業 牟田　龍二
国立呉工業高等専門学校 和田　百合耶

奨励賞 静岡県立浜松工業 大森　匠
北海道札幌工業 金谷　英紀
福岡県立福岡工業 鎌田　千恵
神戸市立科学技術 ○  兒玉　智也

友田　翔・溝呂木　晶晴
青森県立弘前工業 佐藤　雄輝
群馬県立桐生工業 須藤　泰明
長野県臼田 ○  関口　愛里

塩川　りえ・中山　光大
静岡県立沼津工業 芹澤　望
岩手県立盛岡工業 ○  髙橋　善貴

吉田　尚子・長澤　直人
平山　恵太・小田嶋　瑞貴

埼玉県立熊谷工業 田端　由香
静岡県立科学技術 辻村　保奈美
埼玉県立大宮工業 平田　和哉
青森県立青森工業 宮西　勇希

奨励学校賞 福島県立勿来工業
大阪市立工芸

○印は共同作品の代表者です。

第１回　３Ｄ-ＣＡＤプロダクトデザインコンテスト
全国からテーマ部門48点、自由デザイン部門17点の出展

第3回　マイクロロボコン高校生大会
全国から173台がエントリー・優勝は飯田工業高校 大平光介君

左上：最優秀作品　右上：青木拓磨氏　下：受賞者と関係者で記念撮影 左上：マイクロロボット　右上：競技の様子　下：受賞者と関係者で記念撮影

　10月４日（日）、本学で第１回３
Ｄ-ＣＡＤプロダクトデザインコ
ンテストの授賞式が行われた。本
コンテストは、３Ｄ-ＣＡＤを用い
て“物作り”の最先端技術を体験す
るもので、入賞者には作品の３次
元オブジェ（造形品）が贈呈され
た。全国の16高校からテーマ部門
48、自由デザイン部門17作品の
出展があった。当日はテーマ部門
提案者の青木拓磨氏の講演、入賞
者の造形品展示が行われた。イメ
ージを形にする初のコンテストで
マスコミの関心も高かった。

　９月12日（土）にマイクロロボ
ットコンテスト高校生大会が開
催された。本コンテストは１イン
チ角のロボットが所定のコース
を自立的に走行し、時間を競うも
の。わずか１インチ角のロボット
内にＣＰＵやバッテリーを搭載
し、数十cmの大きさのロボットに
匹敵する機能を持つ様に設計要求
される。実習等で余った端材で製
作が可能で、マイクロ化により省
エネルギー・省資源をめざすエコ
ロジーなロボットコンテストでも
ある。本コンテストは学園創立百
周年行事の一環として、一昨年実
施され、その後、高校関係者に好評
を博し、第３回大会を開催する運
びとなった。第３回大会では全国
から１７３台がエントリー、参加
者は引率の先生等を含め２００人
近くにのぼった。今回から、インタ
ーネット上に対戦状況を動画配信
するＷＥＢ中継を導入するなどし
て、遠方からの参加校関係者に配
慮した。またマスコミの関心も多
く集め、産経新聞社などが取材に
訪れた。優勝は、長野県飯田工業高
等学校の大平光介君。

第1回　日本工業大学　3Ｄ-ＣＡＤプロダクトデザインコンテスト入賞者
賞 高校名 代表者

テーマ部門：「障がい者用自動車ハンドル」
最優秀賞 群馬県立伊勢崎工業 古郡　翔馬
拓磨特別賞 長野県箕輪進修 小池　将史
優秀賞 岐阜県立岐阜総合学園 中川　勇吾
優秀賞 栃木県立真岡工業 伊沢　領介
優秀賞 和歌山県立和歌山工業 大谷　龍司
優秀賞 群馬県立前橋工業 宮島　秀明
優秀賞 東京都立総合工科 谷田部諒平
審査員特別賞 栃木県立真岡工業 谷口　聡志
審査員特別賞 宮城県気仙沼向洋 及川　雄太
審査員特別賞 和歌山県立和歌山工業 古根川雄一

賞 高校名 代表者
テーマ部門：「障がい者用自動車ハンドル」
佳作 群馬県立前橋工業 蓮見　拓也
佳作 埼玉県立春日部工業 安藤　卓弥
佳作 東京都立蔵前工業 及川　恵介
自由デザイン部門
最優秀賞 愛知県立起工業 近藤衣理子
優秀賞 埼玉県立川越工業 池田なな子
優秀賞 秋田県立大曲工業 高橋　義典
優秀賞 秋田県立大曲工業 豊嶋　圭人
佳作 栃木県立真岡工業 坂本　貴啓
佳作 和歌山県立和歌山工業 西脇　一樹

第3回　日本工業大学　マイクロロボコン高校生大会　結果
順位・賞 高校名 操作者 ロボット名

優勝 長野県飯田工業 大平光介 和魚花
準優勝 東京都立総合工科 中山惣一郎 Ｍａｒｋ 6
第 3 位 長野県飯田工業 小野田翔 ＴＯＩＫＡ
第 4 位 長野県飯田工業 小野田翔 ＳＵＧＯＫＡ
第 5 位 長野県飯田工業 原健太 竹郎
第 5 位 長野県飯田工業 金田純一 HOME
第 5 位 長野県箕輪進修 小池達彦 新みのきち
第 5 位 長野県箕輪進修 井上大樹 Last Robot Industries
技術賞 栃木県立宇都宮工業 青木誠 東鳩式
ものづくり
環境学科賞

埼玉県立越谷
総合技術 大瀬健太 セロテ

奨励賞 群馬県立藤岡工業 保坂香織 フジコ
学長賞 長野県箕輪進修
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機
械
工
学
科
に

板
金
加
工
実
習
施
設（
仮
称
）を
設
置

23
6

　

9
月
20
日
、秋
季
学
位
記
授

与
式
と
留
学
生
別
科
修
了
証
書

授
与
式
が
本
学
14
号
館
5
階

会
議
室
に
て
挙
行
さ
れ
た
。こ

の
日
卒
業（
修
了
）し
た
の
は
、

学
部
58
名
、大
学
院
博
士
前
期

課
程
9
名
、留
学
生
別
科
13
名
。

呑
澤
工
友
会
会
長
を
は
じ
め
多

数
の
来
賓
や
父
母
、教
員
が
出

席
し
、柳
澤
学
長
が「
エ
ン
ジ
ニ

ア
と
し
て
実
工
学
の
ス
ピ
リ
ッ

ト
を
持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場

に
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」と

告
辞
を
贈
っ
た
。

　

ま
た
、10
月
1
日
に
は
秋
季

入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。今
回

新
た
に
学
生
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
の
は
、学
部
17
名
、留

学
生
別
科
7
名
。カ
ナ
ダ
レ
ス

ブ
リ
ッ
ジ
・
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
編

入
し
た
学
生
も
含
ま
れ
て
お
り
、

日
本
工
大
駒
場
高
校
か
ら
大
森

校
長
を
は
じ
め
、先
生
方
が
激

励
に
駆
け
つ
け
た
。

平
成
21
年
度

　
　

秋
季
学
位
記
授
与
式
・
入
学
式

　

電
気
電
子
工
学
科
・
森
田
登

教
授
が
、本
年
7
月
23
日
に
電

気
学
会
鈴
木
俊
男
会
長
よ
り
、

圧
延
機
用
交
流
電
動
機
の
規

格
化
の
活
動
へ
の
貢
献
に
よ
り
、

特
別
賞
を
受
賞
し
た
。

　

我
が
国
の
鉄
鋼
産
業
は
、生

産
量
・
品
質
と
も
に
世
界
の
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
り
、こ
れ
を

支
え
る
も
の
の
一
つ
に
圧
延
プ

ロ
セ
ス
が
あ
る
。

　

圧
延
プ
ロ
セ
ス
は
、一
対
の

ロ
ー
ラ
ー
の
間
を
通
る
間
に
素

材
を
徐
々
に
薄
く
す
る
工
程
で
、

ロ
ー
ラ
ー
は
大
形
の
電
動
機
で

駆
動
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
電
動
機
に
は
過
去

1
0
0
年
間
直
流
電
動
機
が

使
用
さ
れ
て
き
た
が
、近
年
の

イ
ン
バ
ー
タ
技
術
の
進
歩
に
よ

っ
て
、交
流
電
動
機
を
使
用
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
形
電
動
機
は

一
台
ご
と
に
製
造
者
と
使
用
者

が
協
議
し
て
設
計
・
製
作
さ
れ

る
が
、こ
の
協
議
時
間
を
短
縮

す
る
た
め
に
、技
術
基
準
と
し

て
の
電
気
規
格
の
存
在
価
値
が

あ
る
。

　

圧
延
用
電
動
機
の
規
格
は
、

従
来
、米
国
の
電
機
製
造
者
協

会（
略
称
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）が
作
成
し

た
も
の
が
全
世
界
で
使
用
さ
れ

て
来
た
が
、こ
れ
は
直
流
電
動

柳澤学長から修了証書を受け取る修了生

秋季入学式で挨拶する柳澤学長

機
専
用
で
、交
流
電
動
機
に
は
、

適
用
が
困
難
で
あ
っ
た
。

　

森
田
教
授
は
、電
機
メ
ー
カ

ー
お
よ
び
鉄
鋼
ユ
ー
ザ
ー
設
備

技
術
者
を
指
導
し
て
、圧
延
用

交
流
電
動
機
の
規
格
を
ま
と
め

た
も
の
で
、世
界
に
先
駆
け
て

完
成
し
た
点
で
、電
気
学
会
か

ら
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

森
田
教
授
に
電
気
学
会
か
ら

　
「
圧
延
機
用
交
流
電
動
機
の
規
格
化
」
で
特
別
賞

森田登教授

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

＂収
穫
の
秋
＂に
燃
え
る
院
生

　

1
年
制
大
学
院
は
年
中
多

忙
で
あ
る
が
、特
に
秋
学
期
は

特
定
課
題
研
究
も
始
ま
り
、キ

ャ
ン
パ
ス
は
一
層
緊
張
感
に
包

ま
れ
る
。授
業
は
、主
幹
科
目
と

発
展
科
目
を
中
心
に
多
彩
な
20

科
目
の
講
義
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
修
士
号
を
取
得
す
る
た
め

に
は
必
須
で
あ
る
特
定
課
題
研

究
で
は
、指
導
教
授
の
も
と
各

自
の
研
究
課
題
に
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
る
。佐
久
間
新
研

究
科
長
の
も
と
の
新
体
制
で
は
、

特
に
学
生
募
集
に
例
年
よ
り
前

倒
し
で
注
力
し
て
い
る
。7
月

に
開
始
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
は
、さ
ら
に
10
月
、12
月
、

2
月
と
年
4
回
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、大
学
院
の
概

要
説
明
、模
擬
授
業
、修
了
生
と

在
学
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
討
論
や

フ
リ
ー
ト
ー
ク
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展

開
さ
れ
る
。ま
た
、今
年
か
ら
試

み
る
、来
春
入
学
を
前
提
と
す

る
10
月
履
修
開
始
プ
ラ
ン
に
応

募
し
た
科
目
等
履
修
生
も
在
学

生
に
混
じ
っ
て
受
講
を
開
始
し

て
い
る
。そ
の
他
、客
員
教
授
と

大
学
院
側
と
の
意
見
交
換
会
も

9
月
に
開
催
さ
れ
、大
学
院
の

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

（
副
研
究
科
長　

山
岡　

斉
）

　

自
動
車
の
ボ
デ
ィ
ー
、テ
レ

ビ
の
筐
体
な
ど
、多
く
の
金
属

製
品
は
、塑
性
加
工
と
い
う
加

工
法
で
製
造
さ
れ
て
い
る
。こ

の
な
か
で
も
、金
属
板
を
素
材

と
し
、せ
ん
断
、曲
げ
、絞
り
等

の
加
工
で
立
体
形
状
を
成
形

す
る
方
法
を
、一
般
に「
板
金
加

工
」と
呼
び
、様
々
な
加
工
機
械

を
利
用
し
て
様
々
な
製
品
が
製

造
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
板
金
加
工
の
本
格
的
実

習
施
設
が
、機
械
工
学
科
の
実

験
棟
E
11
内
に
設
置
さ
れ
た
。

実
践
的
な
様
々
な
板
金
加
工
専

用
機
械
と
と
も
に
、溶
接
機
や

塗
装
設
備
な
ど
も
設
置
さ
れ
、

本
物
の
も
の
づ
く
り
技
術
を
体

験
し
、製
品
製
造
の
プ
ロ
セ
ス

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

当
面
は
機
械
工
学
実
験
や
デ

ザ
イ
ン
実
習
な
ど
の
授
業
で
利

用
す
る
が
、今
後
体
制
を
整
備

し
、広
く
運
営
し
て
い
く
予
定
。板金加工実習施設

第42期決算・第43期予算

日本工業大学の
財政状況について

一
・
は
じ
め
に

　

第
四
十
二
期
決
算
、第
四
十

三
期
予
算
が
公
認
会
計
士
及
び

法
人
監
事
の
監
査
を
受
け
、法

人
理
事
会
・
評
議
員
会
で
承
認

決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、こ
こ

に
財
務
諸
表
を
お
知
ら
せ
し
、

関
係
各
位
の
ご
理
解
と
引
き
続

き
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。

　

平
成
二
十
年
度（
二
〇
〇
八

年
度
）に
本
学
が
行
っ
た
主
な

事
業
等
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　

①
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
の
充
実

及
び
省
エ
ネ
化
を
目
指
し
、本

館
西
側
窓
の
ス
チ
ー
ル
か
ら
ア

ル
ミ
サ
ッ
シ
へ
の
更
新
、食
堂

の
空
調
・
照
明
の
高
効
率
化
等

に
よ
る
一
層
の
エ
コ
キ
ャ
ン
パ 

ス
化
。こ
の
学
生
食
堂
の
省
エ

ネ
化
工
事
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
補
助

申
請
が
採
択
さ
れ
た
も
の
で
す
。

②
学
園
創
立
百
周
年
事
業
の
一

環
で
建
設
さ
れ
た
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ

ー（
図
書
館
）を
工
業
技
術
博
物

館
同
様
、広
く
一
般
に
開
放
し

ま
し
た
。又
、大
学
の
所
在
で
あ

る
宮
代
町
と「
連
携
に
関
す
る

協
定（
包
括
協
定
）」を
取
り
交

わ
し
町
と
の
連
携
を
強
化
し
ま

し
た
。③
不
正
防
止
の
取
組
み

の
一
貫
と
し
て
大
塚
商
会
の

「
た
の
め
ー
る
」を
全
学
に
導

入
し
ま
し
た
。こ
の
制
度
は「
指

定
業
者
制
度
」の
一
部
で
あ
り

現
在
は
消
耗
品
等
の
発
注
が

中
心
で
す
。又
、全
教
職
員
が
遵

守
す
べ
き「
行
動
規
範
」を
定
め
、

学
内
外
に
公
表
し
ま
し
た
。④

国
の
検
査
機
関
で
あ
る
会
計
検

査
院
等
三
名
に
よ
る
実
地
検
査

が
前
回
の
検
査
か
ら
十
四
年

ぶ
り
に
三
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
段
の
指
摘
も
な
く
終
了
し
ま

し
た
。

二
・
平
成
二
十
年
度

決
算
に
つ
い
て

　

学
校
法
人
会
計
基
準
に
基
づ

く
主
た
る
財
務
諸
表
に
は
次

の
三
表
が
あ
り
ま
す
。①
全
て

の
資
金
の
流
れ
と
そ
の
顛
末
を

示
す「
資
金
収
支
計
算
書
」（
別

表
1
）、②
各
年
度
に
お
け
る

収
支
の
均
衡
状
態
や
財
政
の
健

全
さ
を
見
る
上
で
の
指
標
と

な
る「
消
費
収
支
計
算
書
」（
別

表
2
）、③
決
算
時
点
に
お
け

る
財
政
状
態
を
明
ら
か
に
し
た

「
貸
借
対
照
表
」（
別
表
3
）の
三

表
で
す
。

　

ま
た（
別
表
5
）に
て「
消
費

収
支
計
算
書
主
要
項
目
の
分
析

表
」を
添
付
い
た
し
ま
し
た
の

で
、詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
別

表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
消
費
収
支
計
算
書
）

○
収
入
の
部

　

学
生
生
徒
等
納
付
金
は
、前

年
度
比
二
億
二
千
万
円
の
減
少
、

手
数
料
は
七
百
万
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
。こ
れ
は
学
生
数
の

減
少
に
よ
る
も
の
で
す
。寄
付

金
は
一
〇
〇
周
年
寄
付
の
要
因

が
あ
り
四
億
三
千
万
円
増
加
し

ま
し
た
。補
助
金
は
大
型
設
備

の
購
入
を
控
え
た
こ
と
も
あ
り

前
年
比
五
千
三
百
万
円
減
少
し

ま
し
た
。資
産
運
用
収
入
で
は
、

引
き
続
き
国
債
を
中
心
と
し
た

安
定
運
用
を
行
い
、前
年
度
比

四
千
四
百
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

事
業
収
入
で
は
主
に
企
業
か
ら

の
受
託
研
究
が
増
加
し
三
千
五

百
万
円
増
と
な
り
ま
し
た
。雑

収
入
は
、前
年
度
比
退
職
者
の

減
少
に
よ
る
私
立
大
学
退
職
金

財
団
交
付
金
の
減
少
に
よ
る
も

の
で
す
。以
上
の
結
果
、帰
属
収

入
は
前
年
対
比
一
億
四
千
八

百
万
円
増
加
し
、八
十
二
億
一

千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。基
本

金
組
入
額
は
大
学
の
教
育
研
究

環
境
を
永
続
的
に
維
持
向
上
さ

せ
る
た
め
に
不
可
欠
な
資
産
投

資
を
示
し
ま
す
。今
年
度
は
学

内
の
改
修
工
事
が
中
心
に
な
り
、

第
二
号
基
本
金
の
組
入（
三
億

円
）も
継
続
さ
れ
、総
額
六
億
三

千
万
円
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

○
支
出
の
部

　

人
件
費
は
前
年
度
比
一
億
八

千
八
百
万
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。教
育
研
究
経
費
は
総
額

で
二
十
九
億
三
千
八
百
万
円
と

な
り
、前
年
度
比
一
億
四
千
八

百
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
主
に
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

充
実
の
た
め
の
経
費
計
上
、奨

学
金
制
度
の
充
実
等
に
よ
る
も

の
で
す
。そ
の
結
果
、教
育
研
究

費
比
率（
別
表
5
参
照
）は
約
三

五
％
と
な
り
、全
国
的
に
も
高

い
水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

三
・
平
成
二
十
一
年
度

予
算
に
つ
い
て

（
資
金
収
支
予
算
書
）

　

平
成
二
十
一
年
度
予
算
書
の

詳
細
は
別
表
4
の
と
お
り
で
す
。

主
た
る
収
入
で
あ
る
学
生
生
徒

等
納
付
金
収
入
は
学
科
再
編
に

よ
る
七
学
科
体
制
を
意
識
し
な

が
ら
も
、学
生
数
を
厳
し
く
予

測
し
た
予
算
と
い
た
し
ま
し
た
。

寄
付
金
収
入
は
周
年
寄
付
の
要

因
を
調
整
し
て
お
り
ま
す
。補

助
金
収
入
は
今
後
も
積
極
的
に

申
請
・
獲
得
を
目
指
し
ま
す
。

　

教
育
研
究
経
費
支
出
は
直
接

学
生
諸
君
に
係
る
経
費
の
た
め
、

高
水
準
を
維
持
す
べ
く
予
算
を

改
定
し
ま
し
た
。施
設
・
設
備

関
係
支
出
で
は
新
学
科
棟
を
意

識
し
た
予
算
と
し
ま
し
た
。

四
・
む
す
び

　

平
成
二
十
一
年
度
、七
学
科

体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て

お
り
ま
す
。国
も
新
政
権
が
発

足
し
私
学
に
対
す
る
補
助
金
も

今
後
ど
う
変
わ
る
の
か
分
か
り

ま
せ
ん
。し
か
し
、大
学
は
、こ

れ
か
ら
も
充
実
し
た
最
新
の
教

育
・
実
験
・
研
究
施
設
を
維
持
し
、

実
工
学
教
育
を
推
進
し
て
ゆ
く

所
存
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、学

生
、ご
父
母
、卒
業
生
の
皆
様
の

ご
理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
関
係
各
位
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。                      （
財
務
部
）

（別表1）資金収支計算書
科目 H20年度 H19年度 増減

収入の部 
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 6,526,959 6,749,745 △ 222,786
手 数 料 収 入 53,417 60,832 △ 7,415
寄 付 金 収 入 619,051 184,161 434,890
補 助 金 収 入 567,925 621,344 △ 53,419
資 産 運 用 収 入 159,688 115,214 44,474
事 業 収 入 82,037 46,900 35,137
雑 収 入 179,841 257,586 △ 77,745
前 受 金 収 入 2,098,187 2,178,067 △ 79,880
そ の 他 の 収 入 812,224 984,449 △ 172,225
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 2,396,514 △ 2,544,123 147,609
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,153,231 4,578,122 △ 1,424,891
収 入 の 部 合 計 11,856,046 13,232,297 △ 1,376,251

単位：千円単位：千円

支出の部
人 件 費 支 出 2,816,044 3,006,365 △ 190,321
教 育 研 究 費 支 出 1,637,394 1,549,430 87,964
管 理 経 費 支 出 389,135 425,262 △ 36,127
借 入 金 等 利 息 支 出 107,982 120,877 △ 12,895
借 入 金 等 返 済 支 出 359,650 818,350 △ 458,700
施 設 関 係 支 出 263,504 1,555,686 △ 1,292,182
設 備 関 係 支 出 113,914 443,087 △ 329,173
資 産 運 用 支 出 1,411,382 1,898,604 △ 487,222
そ の 他 の 支 出 417,313 348,977 68,336
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 116,255 △ 87,572 △ 28,683
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,455,983 3,153,231 1,302,752
支 出 の 部 合 計 11,856,046 13,232,297 △ 1,376,251

※平成17年度から技術経研究科を含む数値

消費支出の部
人 件 費 2,796,705 2,985,419 △ 188,714
教 育 研 究 経 費 2,938,515 2,796,181 142,334
管 理 経 費 425,107 459,724 △ 34,617
借 入 金 等 利 息 107,982 120,877 △ 12,895
資 産 処 分 差 額 241,470 42,196 199,274
そ の 他 の 支 出 214,611 206,871 7,740
消 費 支 出 の 部 合 計 6,724,390 6,611,268 113,122
当 年 度 消 費 収 支 超 過 額 850,020 542,804 307,216
前 年 度 繰 越 支 出 超 過 額 △ 6,282,711 △ 6,825,515 542,804
翌 年 度 繰 越 支 出 超 過 額 △ 5,432,691 △ 6,282,711 850,020

科目 H20年度 H19年度 増減
消費収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 6,526,959 6,749,745 △ 222,786
手 数 料 53,417 60,832 △ 7,415
寄 付 金 638,194 207,696 430,498
補 助 金 567,925 621,344 △ 53,419
資 産 運 用 収 入 160,991 116,006 44,985
事 業 収 入 82,037 46,900 35,137
雑 収 入 180,165 258,244 △ 78,079
そ の 他 の 収 入 3,720 0 3,720
帰 属 収 入 合 計 8,213,408 8,060,767 148,921
基 本 金 組 入 額 合 計 △ 638,998 △ 906,695 267,697
消 費 収 入 の 部 合 計 7,574,410 7,154,072 416,618

（別表2）消費収支計算書 単位：千円

（別表3）貸借対照表 単位：千円
資産の部

科目 H20年度 H19年度 増減
固定資産 36,784,343 37,082,645 △ 298,302
　有形固定資産 21,034,043 22,003,753 △ 969,710
　その他の固定資産 15,750,300 15,078,892 671,408

流動資産 4,700,352 3,443,125 1,257,227

合　　計 41,484,695 40,525,770 958,925

負債・基本金・消費収支差額の部
科目 H20年度 H19年度 増減

負債の部 7,185,523 7,715,617 △ 530,094
　固定負債 4,262,308 4,677,877 △ 415,569
　流動負債 2,923,215 3,037,740 △ 114,525

基本金の部 39,731,863 39,092,864 638,999
翌年度繰越消費収支差額 △ 5,432,691 △ 6,282,711 850,020

合　　計 41,484,695 40,525,770 958,925

科目 H21年度 H20年度 増減
収入の部 
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 5,962,190 6,074,645 △ 112,455
手 数 料 収 入 51,980 46,750 5,230
寄 付 金 収 入 91,000 588,975 △ 497,975
補 助 金 収 入 590,022 247,174 342,848
資 産 運 用 収 入 25,500 20,500 5,000
事 業 収 入 39,386 50,876 △ 11,490
雑 収 入 152,237 128,584 23,653
前 受 金 収 入 1,894,836 1,975,448 △ 80,612
そ の 他 の 収 入 1,262,184 1,006,022 256,162
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 2,098,187 △ 2,178,067 79,880
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,455,983 3,153,231 1,302,752
収 入 の 部 合 計 12,427,131 11,114,138 1,312,993

（別表4）資金収支予算書 単位：千円

科目 H21年度 H20年度 増減
支出の部
人 件 費 支 出 2,952,891 2,935,315 17,576
教 育 研 究 費 支 出 2,228,144 2,180,954 47,190
管 理 経 費 支 出 589,050 574,188 14,862
借 入 金 等 利 息 支 出 94,380 107,990 △ 13,610
借 入 金 等 返 済 支 出 396,230 359,650 36,580
施 設 関 係 支 出 900,000 285,000 615,000
設 備 関 係 支 出 317,739 193,409 124,330
資 産 運 用 支 出 1,617,793 1,187,394 430,399
そ の 他 の 支 出 433,594 540,450 △ 106,856

〔 予 備 費 〕 104,000 124,000 △ 20,000
0

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 23,996 △ 25,892 1,896
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 2,817,306 2,651,680 165,626
支 出 の 部 合 計 12,427,131 11,114,138 1,312,993

主要項目の分析比率（％） H20年度 H19年度 増減
補 助 金 / 帰 属 収 入 6.91 7.71 △ 0.79
人 件 費 / 帰 属 収 入 34.05 37.04 △ 2.99
教 育 研 究 経 費 / 帰 属 収 入 35.78 34.69 1.09
管 理 経 費 / 帰 属 収 入 5.18 5.70 △ 0.53
借 入 金 等 利 息 / 帰 属 収 入 1.31 1.50 △ 0.18
人 件 費 / 学 生 納 付 金 42.85 44.23 △ 1.38

（別表5）消費収支計算書の主要項目の分析表 単位：千円
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◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

【
任
命
】（
10
月
1
日
付
）

〈
新
任
〉

◆
教
育
研
究
推
進
室
長
・
教
務
部

長
補
佐　

波
多
野
純
教
授
◆
教
育

研
究
推
進
室
長
補
佐　

成
田
建
一

教
授
◆
入
試
室
長　

丹
澤
祥
晃
准

教
授
◆
建
築
学
科
主
任　

白
石
一

郎
教
授
◆
工
学
研
究
科
機
械
工
学

専
攻
幹
事　

村
田
泰
彦
教
授
◆
工

学
研
究
科
建
築
学
専
攻
幹
事　

川

村
清
志
教
授
◆
工
学
研
究
科
シ
ス

テ
ム
工
学
専
攻
幹
事　

正
道
寺
勉

教
授
◆
工
学
研
究
科
情
報
工
学
専

攻
幹
事　

石
川
孝
教
授

〈
再
任
〉

◆
共
通
教
育
系
主
任　

寺
尾
裕
教

授
◆
電
気
電
子
工
学
科
主
任　

高

橋
明
遠
教
授
◆
学
修
支
援
セ
ン
タ

ー
長
兼
担　

有
賀
幸
則
教
授
◆
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ラ
ボ
所
長
兼
担　

宮
澤
肇
教
授
◆
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
長

兼
担　

椋
田
實
教
授
◆
工
房
教
育

推
進
本
部
長
兼
担　

黒
津
高
行
教

授【解
任
】（
9
月
30
日
）

◆
入
試
室
長　

川
村
清
志
教
授
◆

教
務
部
長
補
佐　

丹
澤
祥
晃
准
教

授
◆
工
学
研
究
科
建
築
学
専
攻
幹

事　

白
石
一
郎
教
授

【
退
職
】（
9
月
30
日
）

◆
町
田
輝
史
教
授（
企
画
室
）

◆
中
里
裕
一
准
教
授（
創
造
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）／
出
張
先
＝
タ
イ

（
7
／
15
〜
18
）／
目
的
＝
第
4
回

タ
イ
王
国
に
お
け
る
専
門
的
で
組

織
的
な
展
開
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
国

際
会
議
に
お
け
る
招
待
講
演

◆
成
田
剛
准
教
授（
建
築
学
科
）／

出
張
先
＝
ラ
オ
ス（
8
／
3
〜
14
）

／
目
的
＝
ラ
オ
ス
国
シ
ェ
ン
ク
ア

ン
寺
院
遺
跡
群
保
存
計
画
提
案
の

た
め
の
現
況
お
よ
び
建
築
様
式
に

関
す
る
研
究

◆
成
田
剛
准
教
授（
建
築
学
科
）／

出
張
先
＝
カ
ン
ボ
ジ
ア（
8
／
16

〜
24
）／
目
的
＝
現
場
体
験
を
通

し
て
学
ぶ
国
際
協
力
建
築
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
◆
黒
津
高
行
教
授（
生
活

環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）／
同
前

◆
吉
澤
信
幸
教
授（
創
造
シ
ス
テ

ム
工
学
科
）／
出
張
先
＝
ア
メ
リ

カ（
9
／
1
〜
7
）／
目
的
＝
Ｉ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
医
学
生
物
工
学
会
第
31
回

定
期
国
際
会
議
へ
の
出
席
お
よ
び

論
文
発
表

◆
田
中
隆
治
准
教
授（
英
語
教
育

セ
ン
タ
ー
）／
出
張
先
＝
ア
メ
リ

カ
・
カ
ナ
ダ（
9
／
4
〜
7
）／
目

的
＝
2
×
4
木
造
建
築
工
房
研
修

随
行
、融
合
英
語
資
料
収
集

◆
波
多
野
純
教
授（
生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
）／
出
張
先
＝
カ
ナ

ダ（
9
／
4
〜
15
）／
目
的
＝
2

×
4
木
造
建
築
工
房
に
お
け
る
カ

ナ
ダ
研
修
所
で
の
建
設
作
業
指
導

◆
勝
木
祐
仁
助
教（
生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
）／
同
前
◆
野
口
憲

治
助
手（
建
築
学
科
）／
同
前

◆
宮
澤
肇
教
授（
機
械
工
学
科
）／

出
張
先
＝
カ
ナ
ダ（
9
／
4
〜
15
）

／
目
的
＝
カ
ナ
ダ
研
修
所
お
よ
び

レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
カ
レ
ッ
ジ
に
お
け

る
出
前
授
業
と
進
学
指
導
の
実
施

◆
川
村
真
司
主
任（
教
育
研
究
推

進
室
）／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ（
9
／

4
〜
15
）／
目
的
＝
2
×
4
建
築

工
房
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
視
察

◆
黒
津
高
行
教
授（
建
築
学
科
）／

出
張
先
＝
ア
ル
メ
ニ
ア（
9
／
7

　

免
許
状
更
新
講
習
は
、8
月

3
日
か
ら
7
日
の
5
日
間
実

施
し
た
。幼
稚
園
・
中
学
校
・
高

等
学
校
の
現
職
教
員
46
名
が
受

講
し
、う
ち
33
名
は
本
学
卒
業

者
で
あ
っ
た
。

　

必
修
講
習
と
選
択
講
習
を
開

設
し
た
が
、選
択
講
習
7
講
座

の
中
で
、最
も
受
講
者
多
か
っ

た
科
目
は
、「
バ
イ
オ
マ
ス
と
環

境
技
術
」で
あ
り
、環
境
へ
の
関

心
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

本
講
習
が
、日
本
工
業
大
学

と
教
育
現
場
を
結
ぶ
架
け
橋
と

な
り
、学
問
研
究
の
進
展
と
実

践
的
指
導
力
向
上
と
い
う
双
方

に
と
っ
て
有
意
義
な
研
修
と
し

て
根
付
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

　

実
習
助
手
研
修
は
、文
部
科

学
省
の
委
託
事
業
で
、7
月
28

日
か
ら
8
月
4
日
ま
で
の
7

日
間
実
施
し
た
。全
国
か
ら
19

名
が
受
講
し
た
。

　

本
研
修
は
、高
等
学
校
の
産

業
教
育
に
関
す
る
教
科
・
科
目

を
担
当
す
る
実
習
助
手
に
対
し

て
、職
務
に
必
要
な
最
新
の
知

識
・
技
術
を
修
得
さ
せ
、資
質

の
向
上
を
図
る
こ
と
が
目
的
で

あ
る
。受
講
者
は
、工
業
科
教
育

法
、機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
、情
報

通
信
工
学
に
つ
い
て
熱
心
に
研

修
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

（
工
業
教
育
研
究
所
・
教
職
教

育
セ
ン
タ
ー
）

　
／　
㈭
第
25
回
教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

「
科
学
研
究
費
補
助
金
獲
得
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

10
1

「
融
合
科
目
の
現
状
と
新
た
な

展
開
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
、
第

24
回
教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
教
育
改
革
委
員
会
主
催
）
が

9
月
17
日
に
開
か
れ
た
。

　

専
門
へ
の
興
味
を
起
点
に

数
学
・
物
理
・
英
語
を
学
ぶ
融

合
科
目
は
、
導
入
教
育
の
重
要

な
柱
で
あ
り
、
03
年
に
全
学
的

に
導
入
さ
れ
た
。
ま
ず
、
成
田

（
健
・
建
築
）
か
ら
、
当
時
の

熱
い
想
い
が
報
告
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
教
育
改
革
委
員
会

の
参
観
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る

現
状
調
査
報
告
を
踏
ま
え
て
、

各
授
業
の
取
り
組
み
が
報
告
さ

れ
た
。「
建
築
英
語
、
デ
ザ
イ

ン
英
語
」を
担
当
す
る
勝
木（
生

活
環
境
）
か
ら
は
、
外
国
人
教

員
と
の
協
力
が
学
生
の
意
欲
を

喚
起
す
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

青
柳
（
電
気
電
子
）「
電
気
基

礎
物
理
」、佐
藤（
杉
・
共
通
）「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
基
礎
物
理
」
の
報

告
で
は
、
わ
か
り
や
す
い
事
例

を
取
り
上
げ
る
重
要
性
が
、
再

認
識
さ
れ
た
。神（
機
械
）は「
機

械
基
礎
数
理
」
に
お
け
る
達
成

度
別
ク
ラ
ス
編
成
や
繰
り
返
し

が
、
教
育
効
果
を
向
上
さ
せ
て

い
る
と
し
、
衛
籐
（
共
通
）
は

基
礎
力
と
し
て
の
数
学
の
重
要

性
を
報
告
し
た
。

　

基
礎
学
力
の
低
下
が
叫
ば
れ

る
昨
今
、技
術
者
と
し
て
の
総

合
的
な
力
を
育
み
、職
業
人
と

し
て
社
会
に
送
り
出
そ
う
と
す

る
本
学
の
試
み
は
、さ
ら
に
重

要
度
を
増
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

参
加
者
1
0
2
名
。（
教
育
改
革

委
員
会
幹
事
・
坂
本
康
治
記
）

　

今
年
3
月
本
学
情
報
工
学
科

を
卒
業
し
た
高
見
幸
雄
君
（
岡

山
県
立
水
島
工
業
高
校
出
身
）

は
、
中
国
孔
子
学
院
留
学
奨
学

金
の
厳
し
い
審
査
に
合
格
し
て
、

9
月
1
日
か
ら
本
学
の
協
定
校

で
あ
る
華
中
科
技
大
学
国
際
教

育
学
院
へ
1
年
間
語
学
留
学
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
孔
子
学
院
奨
学
金
」
制
度
は

中
国
北
京
の
孔
子
学
院
本
部
に

よ
り
設
立
さ
れ
、
世
界
各
国
か

ら
学
生
や
教
師
を
招
聘
、
中
国

語
お
よ
び
中
国
文
化
を
教
育
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

近
年
、
本
学
か
ら
華
中
科
技

大
学
へ
留
学
し
た
日
本
人
学
生

は
高
見
君
を
入
れ
る
と
3
人
と

な
る
が
、
前
の
2
人
（
シ
ス
テ

ム
工
学
科
卒
業
生
山
中
智
君
と

現
在
も
留
学
中
の
機
械
工
学
科

3
年
生
の
岡
秀
樹
君
）
は
私
費

留
学
で
あ
り
、
奨
学
金
を
獲
得

し
た
の
は
今
回
が
初
め
て
。
在

学
中
、
高
見
君
は
「
国
際
文
化

交
流
会
」
と
い
う
学
生
自
治
サ

ー
ク
ル
の
会
長
と
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
き
た
。

初
め
て
留
学
体
験
を
し
た
高
見

君
は
「
価
値
観
や
生
活
習
慣
の

違
う
国
へ
行
っ
て
、
相
当
な
不

安
を
抱
え
る
と
同
時
に
大
き
な

期
待
も
あ
っ
た
。
今
後
の
人
生

に
お
い
て
大
変
良
い
経
験
に
な

る
だ
ろ
う
」
と
語
っ
て
い
る
。

（
共
通
教
育
系　

呉 

志
良
）

各授業の取り組みを報告

▼
夏
休
み
期
間
に
い

ろ
い
ろ
な
事
が
起

こ
っ
た
。新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
想
定

外
に
全
国
各
地
で

発
生
し
、本
学
に
お

い
て
も
数
名
の
学
生

が
感
染
し
た
と
の
報

告
が
あ
り
、秋
学
期
を
迎
え
る

に
当
た
っ
て
大
変
心
配
し
て
い

る
。ま
た
、新
聞
報
道
等
で
は
、

9
月
末
か
ら
さ
ら
に
大
量
の
感

染
者
が
出
る
と
の
見
通
し
に
、

暗
澹
た
る
気
分
に
な
る
。

▼
政
治
の
世
界
で
は
衆
議
院
選

挙
の
結
果
、民
主
党
が
与
党
と

な
り
、新
し
い
日
本
の
国
の
か

た
ち
が
模
索
さ
れ
、マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
基
づ
い
た
政
策
が
実
行

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。上
手

く
い
く
の
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
が
、数
ヵ
月
後
に
は
国
民

か
ら
の
評
価
を
確
実
に
受
け
、

様
々
な
意
見
が
出
て
く
る
だ
ろ

う
と
想
像
す
る
。

▼
こ
の
よ
う
に
社
会
に
は
、い

つ
で
も
色
々
な
変
化
が
起
き
る

こ
と
は
当
た
り
前
で
、そ
の
結

果
に
つ
い
て
は
、冷
静
に
個
人

が
把
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思

う
。で
あ
る
か
ら
、学
生
諸
君
に

は
い
か
な
る
変
化
に
も
適
応
す

る
力（「
人
間
力
」と
言
い
換
え

て
も
良
い
が
）を
養
い
、磨
く
た

め
に
日
々
の
努
力
を
怠
ら
ず
、

実
の
あ
る
学
生
生
活
を
送
っ
て

も
ら
い
た
い
。（
Ｆ
）

編 集 後 記

　

人
事
異
動

国
外
出
張（
7
月
〜
10
月
）

国
際
交
流

11／14（土）
第13回スターリングテクノラリー開催

自作スターリングエンジンを搭載した
車両でスピードとアイデアを競う「第
13回スターリングテクノラリー」が
11月14日（土）、本学で開催される。
青少年の工学に対する興味・関心の喚
起と関連技術の発展・向上を目的とし、
主催はスターリングテクノラリー技術
会、（社）全国工業高等学校長協会、（社）
日本工学教育協会で、本学も協賛して
いる。今年は人間乗車、RC（無線操縦）、
宙返り耐久、ミニ速度、クーラの5ク
ラスがあり、北海道から沖縄まで全国
約180チームが参加する予定である。

人間乗車クラス（昨年の様子）

華中科技大を背景に高見幸雄君

3
人
目
の
日
本
工
業
大
生
が

中
国
華
中
科
技
大
学
へ
語
学
留
学

　
／　
㈭
第
24
回
教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

「
融
合
科
目
の
現
状
と
新
た
な
展
開
」

9
17

「
科
学
研
究
費
補
助
金
獲
得
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
テ
ー
マ
と
す

る
、
第
25
回
教
育
改
革
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
、
10
月
1
日
に
開

催
さ
れ
た
。
科
研
費
は
、
大
学

の
研
究
力
を
計
る
重
要
な
指
標

で
あ
り
、
さ
ら
な
る
向
上
が
期

待
さ
れ
る
。
学
長
挨
拶
に
続
き
、

事
務
局
か
ら
、
本
年
度
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
申
請
方
法
の
変
更

点
が
説
明
さ
れ
た
。
学
内
第
1

次
締
切
は
10
月
19
日
で
あ
る
。

　

続
い
て
、教
育
研
究
推
進
室

の
波
多
野
か
ら
、本
学
の
現
状

が
報
告
さ
れ
た
。3
年
前
に
事

務
局
各
課
横
断
の
科
研
費
獲
得

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
け
、

申
請
書
の
完
成
度
を
向
上
さ
せ

る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。結

果
、新
規
・
継
続
を
あ
わ
せ
た

採
択
件
数
・
採
択
額
は
、07
年
度

（
17
件
、
2
6
4
6
万
円
）、08

年
度（
22
件
、3
2
4
6
万
円
）、

09
年
度（
23
件
、
3
6
1
4
万

円
）と
、着
実
に
増
加
傾
向
に
あ

る
。し
か
し
、09
年
度
の
新
規
採

択
は
4
件
に
と
ど
ま
り
、今
後

上
昇
傾
向
が
維
持
で
き
る
か
危

惧
さ
れ
る
。そ
こ
で
、惜
し
く
も

採
択
に
至
ら
な
か
っ
た
研
究
課

題（
上
位
20
％
以
内
）に
つ
い
て

は
、翌
年
の
採
択
を
支
援
す
る

た
め
学
内
特
研
費
と
し
て「
科

研
費
促
進
経
費
」を
交
付
し
た
。

　

次
に
、
継
続
し
て
採
択
さ
れ

て
い
る
、
建
築
学
科
の
成
田

（
健
）
か
ら
、
成
果
目
標
を
明

確
に
す
る
、
図
を
用
い
紙
面
密

度
は
高
く
な
ど
、
採
択
の
た
め

の
留
意
事
項
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
っ
た
。
参
加
者
90
名
。

採択のための留意事項を熱心に聴く参加者

　

学
生
起
業
家
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
も
本
年
で
4
回
目
。

1
7
6
名
・
1
1
2
件
の
応

募
か
ら
一
次
審
査
・
二
次
審
査

を
経
て
、優
秀
賞
、奨
励
賞
が
各

10
件
選
考
さ
れ
、優
秀
賞
受
賞

者
は
9
月
15
日
か
ら
3
泊
4

日
で
中
国
地
方
の
ア
イ
カ
工
業
、

マ
ツ
ダ
、三
菱
重
工
な
ど
の
工

場
訪
問
の
研
修
旅
行
を
行
っ
た
。

11
月
4
日（
水
）に
は
、学
友
会

館
で
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、そ

の
後
、富
士
重
工
業
の
青
山
元

氏
か
ら「
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト

の
事
業
化
」と
題
し
た
特
別
講

演
が
行
わ
れ
る
。

第
４
回
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

日本の歌を合唱する中学生達

　

さ
る
8
月
4
日
、中
国
・
武
漢

市
実
験
外
国
語
学
校
の
中
学
生

48
名
が
本
学
を
訪
問
。留
学
生

別
科
生
た
ち
と
交
流
し
た
。日
・

中
・
英
三
か
国
語
で
の
ス
ピ
ー

チ
、な
ご
り
雪
な
ど
日
本
の
歌

の
合
唱
、二
胡
演
奏
や
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民

族
舞
踊
披
露
の
後
、最
後
は
ゲ

ー
ム
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

感
動
の
裡
に
会
は
終
了
し
た
。

武
漢
市

　

実
験
外
国
語
学
校
来
訪

　

機
械
工
学
科
に
は
、日
本
が

世
界
に
誇
る
工
業
製
品
製
造

に
不
可
欠
な
様
々
な
加
工
技

術
を
学
べ
る
研
究
室
が
多
く

あ
る
。そ
こ
で
、本
学
学
生
が

効
率
よ
く
、加
工
技
術
を
学
べ

る
よ
う
、同
学
科
の
加
工
技
術

を
専
門
と
す
る
教
員
７
名
が

共
著
で
、教
科
書
を
出
版
し
た
。

　

書
名
は「
生
産
加
工
入
門
」

と
言
い
、平
成
21
年
10
月
に
コ

ロ
ナ
社
か
ら
発
行
。執
筆
者
は
、

古
閑
教
授
、神
准
教
授
、竹
内

教
授
、野
口
准
教
授
、松
野
教

授
、宮
澤
教
授
、村
田
教
授
で

あ
り
、同
書
は
参
考
書
と
し
て

も
有
効
で
あ
る
。

「生産加工入門」表紙

機
械
工
学
科
教
員
共
著
の
教
科
書

「
生
産
加
工
入
門
」
発
行

　

本
学
吹
奏
楽
団
の
第
26
回
定

期
演
奏
会
が
12
／
20（
日
）。春

日
部
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

に
て
開
催
さ
れ
る
。今
年
は
2

部
構
成
、企
画
ポ
ッ
プ
ス
ス
テ

ー
ジ
の
テ
ー
マ
は「
不
思
議
の

国
の
ア
リ
ス
」で
あ
る
。原
作
を

も
と
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
物
語
を

創
作
し
、劇
と
演
奏
で
表
現
す

る
。入
場
は
無
料
。

　
／
㈰
吹
奏
楽
団　

定
期
演
奏
会

〜
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス

12
20

〜
21
）／
目
的
＝
ア
ル
メ
ニ
ア
共

和
国
に
お
け
る
歴
史
的
遺
構
の
実

測
調
査

◆
田
中
隆
治
准
教
授（
英
語
教
育

セ
ン
タ
ー
）／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
9
／
8
〜
20
）／
目
的
＝
海
外
英

語
セ
ミ
ナ
ー
実
施
に
関
す
る
打
ち

合
わ
せ

◆
神
林
靖
准
教
授（
情
報
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ（
9
／
10

〜
14
）／
目
的
＝
分
散
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム
国
際
会
議
に
て

論
文
発
表

◆
西
村
誠
介
教
授（
超
高
電
圧
研

究
セ
ン
タ
ー
）／
出
張
先
＝
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド（
9
／
12
〜
21
）／
目
的

＝
国
際
電
気
標
準
会
議
第
42
技
術

委
員
会
お
よ
び
関
連
会
議
出
席

◆
武
田
光
史
教
授（
建
築
学
科
）／

出
張
先
＝
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン

（
9
／
12
〜
22
）／
目
的
＝
現
代
フ

ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
建
築
視
察

◆
伊
藤
庸
一
教
授（
建
築
学
科
）／

出
張
先
＝
バ
ル
ト
三
国（
9
／
13

〜
23
）／
目
的
＝
バ
ル
ト
三
国
の

風
土
と
建
築
調
査

◆
張
暁
友
准
教
授（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国（
9
／
15
〜
24
）

／
目
的
＝
国
際
会
議（
Ｉ
Ｍ
Ｃ
Ｃ

2
0
0
9
）に
お
け
る
研
究
発
表

◆
磯
野
春
雄
教
授（
情
報
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国（
9
／
19
〜
24
）

／
目
的
＝
第
10
回
西
太
平
洋
音
響

国
際
会
議
に
て
研
究
発
表

◆
北
久
保
茂
准
教
授（
情
報
工
学

科
）／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ（
9
／

19
〜
25
）／
目
的
＝
第
24
回
デ
ジ

タ
ル
プ
リ
ン
ト
国
際
会
議
で
の
論

文
発
表
お
よ
び
座
長
◆
星
野
坦
之

教
授（
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）／

出
張
先
＝
同
前（
9
／
19
〜
26
）／

目
的
＝
同
前

◆
鈴
木
清
教
授（
も
の
づ
く
り
環

境
学
科
）／
出
張
先
＝
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア（
9
／
26
〜
10
／
1
）／
目

的
＝
国
際
砥
粒
加
工
学
会
に
お
け

る
論
文
発
表
◆
二
ノ
宮
進
一
准
教

授（
機
械
工
学
科
）／
同
前

◆
加
藤
重
雄
教
授（
創
造
シ
ス
テ

ム
工
学
科
）／
出
張
先
＝
ア
メ
リ

カ（
10
／
5
〜
10
）／
目
的
＝
ア
メ

リ
カ
精
密
工
学
会
24
回
年
次
大
会

に
て
論
文
発
表

◆
八
木
田
浩
史
准
教
授（
も
の
づ

く
り
環
境
学
科
）／
出
張
先
＝
中

国（
10
／
15
〜
17
）／
目
的
＝
第
7

回
ア
ジ
ア
太
平
洋
持
続
可
能
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
技
術
会
議
に
お
け

る
研
究
発
表

◆
辻
村
泰
寛
准
教
授（
情
報
工
学

科
）／
出
張
先
＝
韓
国（
10
／
20
〜

22
）／
目
的
＝
韓
国
信
頼
性
学
会

創
立
10
周
年
記
念
国
際
会
議
で
の

招
待
講
演

◆
劉
雯
講
師（
留
学
生
別
科
）／
出

張
先
＝
中
国（
10
／
23
〜
26
）／
中

国
留
学
フ
ェ
ア
ー
参
加

◆
伴
雅
人
准
教
授（
創
造
シ
ス
テ

ム
工
学
科
）／
出
張
先
＝
中
国（
10

／
28
〜
31
）／
目
的
＝
マ
イ
ク
ロ

科
学
チ
ッ
プ
に
関
す
る
ア
ジ
ア
太

平
洋
国
際
会
議
で
の
研
究
発
表

み
や
し
ろ

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

宮代町
だより

161号

日
工
大
生
の
小
島
直
之
さ
ん

が
務
め
、点
灯
式
に
向
け
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。 　

　

点
灯
式
で
は
、生
演
奏
や

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
が
ム
ー

ド
を
盛
り
上
げ
、カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
で
一
斉
に
点
灯
。寒

さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
、

心
温
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

【
点
灯
式
】
12
月
12
日（
土
） 

【
期
間
】
1
月
15
日（
金
）迄 

【
問
】市
民
活
動
支
援
担
当 

0
4
8
0
‐
3
4
‐
1
1
1
1

内
線
2
8
2

　

手
づ
く
り
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
東
武
動
物
公
園
駅

西
口
通
り
に
飾
る「
み
や
し

ろ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」が

今
年
も
行
わ
れ
ま
す
。こ
れ

ま
で
も
、多
く
の
日
工
大
関

係
者
の
方
に
参
加
い
た
だ
い

た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
、今
年
は

実
行
委
員
会
の
リ
ー
ダ
ー
を

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

教
員
免
許
状
更
新
講
習
と
産
業

教
育
実
習
助
手
研
修
を
実
施
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